
やあ！
ぼくの名前は
カッパ。

小学生と保護者の氏名・
学校名・学年・住所・電話
番号・昼食申込有無を明記
し、メールまたはFAXで
7/31までにNPO法人まち
づくり学校まで（先着順）

＜募集要項＞ ＜申込方法＞
集 合 場 所： 割烹 金長（南区白根 2852）
対象・定員： 小学生以上の子どもと保護者 先着 30名
 （祖父母や親戚などお子さまと親しい大人可）
参　加　費： 1人500円（資料・保険代含む）
 兄弟2人目からは300円
昼　　　食： 別途500円 ※要予約（割烹金長さんの
 美味しいおにぎり・みそ汁・漬物あり）

まちづくり学校事務局（平日9時～17時）
〒950-2002　新潟市西区青山 5-8-22　TEL：025-201-9320　
FAX：025-201-9321　E-mail：info@machikou.com

お申し込み
お問い合わせ

まってるよ〜！

新聞づくり

しろね大凧タウンガイドのみなさん
編集工房わらくの和田一良さん
NPO法人 まちづくり学校スタッフ

講 師8 火 9:00～15:007 ※水筒や帽子など暑さ対策をお願いします！雨天決行

水の記憶

しろね大凧タウン

ガイド

み ず
き お く

水と土の芸術祭２０１８市民プロジェクト

まちのおもしろいものを発見して

カッパ新聞で紹介しているんだ。

今日は編集長 　　  から、新潟市南区を流れる

中ノ口川の昔の写真をわたされたよ。

どうやら洪水があって、あふれる水を何かでふせいだみたい。

なんだろう〜？

写真がやぶれてよくわからないなぁ…

みんなもぼくとさぐってくれないかな？
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「中ノ口川を巡る～大凧のまち白根と水との闘い」をテーマに、地元ガイド「しろね大凧
タウンガイド」と川の記憶をたどるまちあるきと新聞づくりを行います。
農業が盛んで果樹王国としても有名な新潟市南区。肥沃な土壌を運んだ中ノ口川は、か
つては洪水を繰り返す暴れ川であった記憶は忘れられがちです。先人たちが治水のため
に奮闘してきた歴史を、川と対峙した現場に足を運び、数々のモノクロの写真と照らし
合わせながら学ぶと共に、南区の伝統である大凧合戦の舞台として人々に親しまれてき
たことも改めて見つめ直すきっかけにしたいと思っています。
子どもたちの目に映った過去から現在への移り変わりと未来へつながる気づきを、思う
ままに１人ひとり新聞に書き上げます。
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しろね大凧タウンガイド
白根大凧合戦と風情ある町屋など歴史ある建物の
数々が残る白根商店街付近のまちあるきガイドをして
います。
南区主催の「南区大凧合戦観光ボランティアガイド養
成講座」の修了生が2016年に立ち上げました。
■しろね大凧タウンガイド事務局
TEL：070-4296-3345
E-mail：shironetown@yahoo.co.jp

NPO法人　まちづくり学校
まちづくりの担い手育成を中心に様々なまちづくり活
動を全国各地でサポート。2000年発足。2013年まち
づくり担い手部門において国土交通大臣賞受賞。2017
年地方自治法施行70周年記念総務大臣表彰受賞。
■まちづくり学校事務局（平日9時～17時）
（水の記憶新聞づくりのお問い合わせはこちらへ）
〒950-2002　新潟市西区青山5-8-22
TEL：025-201-9320　FAX：025-201-9321
E-mail：info@machikou.com

8/7 ĩݭĪ 9:00Ġ15:00

చဦȾȨɣɇైݎࡤ
み ず き お く


